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１．はじめに 
近年，円滑な情報のやり取りや多様な交流を

⽬的として，Slack やチャットワークなどのコミ
ュニケーションツールが企業や⼤学で盛んに導
⼊されている．しかしながら新⼊⽣や新⼊社員
がコミュニケーションツール上で意⾒を述べた
り，成果を発表したりする際に，ワークスペー
ス内の他のメンバーが⾒ている中で発⾔するこ
とに対して不安や恐れを感じる者も少なくない．
そのようなときに新⼊⽣や新⼊社員の発⾔に対
する教員や上司からの迅速なフィードバックが
実⾏されれば，発⾔者だけでなく他のメンバー
に⾃信を持たせ，活動の促進につなげられる可
能性がある．そこで本研究では，教員や上司に
代わって，学⽣や新⼊社員からのポジティブな
発⾔に対して⾃動的に「いいね」や「拍⼿」な
どの相⼿を賞賛・激励（以下，エンカレッジ）
するリアクションアイコンを⾃動的に付与する，
⾃動エンカレッジ機能付ボット「Norikami」を
提案する．本稿では Norikami を設計するための
Slack メッセージの分析結果および Norikami の開
発⽅法について述べる． 
２．背景 
2.1 エンカレッジの重要性 
 ⽶国で開発された「優れた授業実践のための 7
つの原則」によると，“⾃ら意欲的な⽬標を設定
する学⽣を褒める”，“優れた成果を出した学⽣に
は全員の前で褒める”など，学⽣を褒めることの
重要性が指摘されている[1]．学⽣の⽴場から⾔及
しても⾃⾝の発⾔や⾏動に対 して周囲が励まし
てくれるようなポジティブなフィードバックを
与えてくれることはモチベーションの向上につ
ながる．さらに教員からのフィードバックであ
れば，学⽣の⾃尊感情は格段に⾼められる可能
性が⾼い．したがって Slack 上で学⽣から発⾔さ 
 
 
 

 
図 1 エンカレッジ実施例（学⽣の発⾔に対する 

教員のリアクションアイコンの添付） 
 
れたメッセージに対して教員が「いいね」や
「拍⼿」などのリアクションを⾏うことは有効
であると考えられるが，⼀⽅で教員が学⽣から
のすべてのメッセージに迅速かつ漏れなく対応
することは難しい． 
2.2 従来研究 
 ⼈がロボットに褒められることに対する⼼理
学的評価実験結果が多数報告されている．平野
⽒らは，ヒューマノイド型ロボット「Pepper」
を⽤いて褒める⾏為に着⽬した学習⽀援システ
ムの評価をおこなった [2]．評価実験の結果，学
習者を褒める⾏為は学習の継続性や達成感を向
上させられる可能性があることが⽰された．ま
た，中村⽒らは発達障害グレーゾーン児童のた
めの教育⽀援ロボット「Tabot Egg」を開発し，
ロボットによる褒める⾏為について実験をおこ
なった[3]．その結果，褒める⾏為を導⼊したロボ
ットは，褒める⾏為なしのロボットに⽐べて学
習者の活動性を向上させることが⽰唆された．
以上のようにヒューマノイド型ロボットによっ
てエンカレッジする事例は報告されているが，
チャットボットによる事例は極めて少ない． 
３．Norikami 

本研究では，図 1 に⽰すように Slack 上に投稿
された学⽣からのメッセージの中から，エンカ
レッジに値するメッセージに対して⾃動的に
「いいね」「拍⼿」「100 点」のリアクションア
イコンを付与することが可能な⾃動エンカレッ
ジ機能付ボット「Norikami」のプロトタイプを
開発した．Norikami を導⼊することによって学
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⽣の意欲や⾃信を⾼められるとともに，教員の
学⽣対応を⽀援することができると考える．  
図 2 に Norikami の開発⽅法の概要を⽰す．サ

ーバ上に蓄積された Slack のメッセージデータを
取得し，その中から 100 点（:100:），拍⼿
（:clap:），いいね（:+1:）の 3 種類のリアクシ
ョンが付けられたテキストとリアクションが付
けられなかったテキストを抽出するとともにラ
ベリングをおこなう（計 4 種類）．次にメッセ
ージのコンテキストを理解し，4 種類のデータを
判別するために⾔語情報のエンコーダーとして
BERT（Bidirectional Encoder Representations 
from Transformers）[4] を⽤いる．学習モデルに
は⽇本語 Wikipedia で学習したものを採⽤した
[5] ．これにより作成されたエンカレッジモデル
によってどのようなメッセージが「100 点」や
「拍⼿」，「いいね」のリアクションアイコン
が付きやすいのかを⾃動的に判別することが可
能になる．Botの作成には Slack で特定のメッセ
ージを受け取ったり，返事をしたりすることが
できる Slackbot ライブラリを⽤いた．学⽣の投
稿に対してその投稿内容が賞賛に値するのか，
そうでないのかをエンカレッジモデル使⽤して
判別する． 
4．Slack ログ分析 

2019 年 4 ⽉１⽇から 2019 年 11 ⽉末までに
Slack 上でやり取りされたメッセージを取得し，
分析をおこなった．教員が賞賛すべきメッセー
ジの中にはリアクション漏れが含まれていたた
め，全ユーザを対象に分析することにした．当
初は教員がリアクションを⾏ったメッセージの
抽出を⾏ったが，メッセージの中には教員がリ
アクションできなかったものも含まれていたた
め，全ユーザを対象にエンカレッジアイコンを
つけたメッセージを取得した．取得したメッセ
ージの中から 100点，拍⼿，いいねの 3種類のテ
キストと，リアクションが付けられなかったテ
キスト（各⽉に発⾔された先頭 20 件ずつ）を抽
出し分析をおこなった． 

分析の結果，表 1 に⽰すように，4 クラス
（+1:いいね，100:100 点，clap:拍⼿，none:リア
クションなし）を⽐較的に⾼い精度で分類する
ことができることを確認した（macro-F1=0.77）．
特に「+1:いいね」と「100:100 点」と付けられ 

 
図 2 Norikami 開発概要図 

 
表 1 エンカレッジアイコンの出現頻度の⽐較 

 
 
たメッセージを⾼精度で抽出できる可能性が⾼
いことも分かった． 
5．おわりに 
 本研究では学⽣の意欲や⾃信を⾼めることと
教員の学⽣対応を⽀援することを⽬的として⾃
動エンカレッジ機能付ボット「Norikami」を提
案した．本稿では Norikami の設計にあたり，
Slack メッセージを分析した結果，⽐較的⾼い精
度で賞賛に値するメッセージを⾃動的に抽出す
ることが可能であることが⽰唆された．今後は
単独のメッセージだけでなく，⼀連のメッセー
ジのやり取りも考慮するなどして Norikami のリ
アクション精度のさらなる向上と有⽤性に対す
る評価実験をおこなう予定である． 
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